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渡航先国      渡航期間
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アメリカ鉱床学会総会
出席および巡検参加

現 電
心 謹 軋

原子物理学,統計物理
学の研究のため

暫藝裔亀藁以 箕灌
発

13  韓国産カオリンの成因
的研究

18  ァシール地区の地域開
発予備調査

2  
基すここ花最弁η季暑

舎倉言落顎看殷倉2つ
―シア国の大学におい

連慇質
学に関する研究

23  
僣界易謙倉粟撃腫平び
究連絡

19  5姜

号:52点晋ラタ
13  国際基礎生物学シンポ

ず勇蕃巣醤業ゞ懸ζタ
ダの大学において生殖
生物学に関する研究連
絡
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昭和 48年

専門課程

物 理  学

理

理

物 化

佐 野

田 沢

加 治

理学部長と学部学生

自治会との会見

11月 16日 理学部会議室において理学部長と学部学

生自治会との会見が午後 4時 15分 より行なわれた。

学部側出席者は植村学部長・下郡山・田丸両評議員・霜

田教授外 2名 ,自 治会側は中村委員長,堤副委員長外 3

名であった。

かねて自治会側より皇出されていた議題についての理

学部長の見解および説明は下記のごとくである。

1.授業・演習の内容等については問題点を持つ学生

が直接担当者と話し合うことが第一に望ましい。時間割

の問題は技術的な問題があるが問題点は数務委に申し出

るよう。学生カリキュラム委は自治会治動の一環である

と考える。

2.地鉱実習費についてはいろいろ複雑な問題が含ま

れており部長としては地鉱実習の教育上の重要性の点か

らこの問題に対処して来たし今後もその趣旨でとりくみ

たい。

3.自 治会への援助については部長としては基本的に

はのぞましいこととは思わない。しかし実1青に則した考

慮はする。

さらに大学院入試問題は正式の交渉の事項としてはみ

とめられない,ま た地鉱実習費について部長は独自の立

場から努力するむね,かさねて説明があり5時 45分会

見はおわった。

文  題  目

Gaussian Processes(ガ ウス過程の零交又間

学部長と理職との交渉

11月 19日 (月 )12時 33分 ～14時 20分

出席者:理学部側は学部長,評議員,事務長はじめ 7名

理職側は委員長はじめ 17名。

議 題:1.厚生施設,職場環境改善の件,2.5号館問

題,3.東大保育所に関する件,4.その他。

はじめに理職新役員,委員長田沢 (生化),副 委員長及

メ||(植),書記長赤尾 (数 ,本日欠席)の 紹介があった。

1.化学館, 2号館の休養室等の要求がのべられたが,

これらはまず関係教室 (化学, 2号館長)で話し合う

のがよいということになった。

2.理 5号館については,お よその案が出た段階で,図

面が確立するところまでいっていない。現在の案では

理学部と大学本部とが一つの建物に入る予定である。

部屋の細かい具体的な使い方はもっと後の問題である

が,全体的にかなり窮屈である。厚生施設等はもう少

し具体的になった段階でとりあげた方がよいが,理職

でも5号館問題の専担者をおき,理学部の当該問題担

当者と適時連絡 し合ってはどうかとの説明が学部長よ

りあった。

3.保育所の必要性について職員が説明し,学部長に,

機会のあるごとに強調してほしいと要望した。学部長

は,事情は理解したと答えた。

4.12月 4日 に予定されている 日教組の ス トに関し

て,理職よりつぎの要求がのべ られた。

1)基本給 5%増, 年末一時金 3ヵ 月分, インフレ

手 1当 力月分,定員 `予算増の要求の正当性を認め

よ。
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理 学 博 士 学 位 授 与 者

11月 12日付授与者

氏   名              論

御  牧     義   ZerO―Crossing lntervals of

F皆 )

武  金属ベリリウムの電気抵抗率の計算

武  三中心殻模型での核間ポテンシャル

彦   Enzymatic studies on ciliary axonemes of roι グ″η%%α 烈″勾G07%tS

(テ トラヒメナの繊毛軸糸の酵素的研究)

生 物 化 学  橋 本 純 治  リボヌクレアニゼ Ulについての研究

学位規則第 3  市 村 輝 宜  The life cycle and its control in some species of CιοsιοTづπ%,with
条 2項該当

   special refereice to the biological species problems.

(数種の ミカヅキその生活環とその制御,特に生物学的種問題に関連して)
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21 これが妥当であることを総長に上申し,実現のた

め総長に働らきかけること。

3)12月 4日 に理職がストをした場合,処分を行な

わないこと。

4)公務員のストが正当であることを認めよ。

これに対して学部長はつぎのように答えた。

1)物価の値上 りで生活の苦 しいことはわかるが,こ
の数値が正当か,ま た予算措置,給与体系上どうな

るか等の点ははっきりわからない。

21 総長も実情は十分理解していると思うが,組合の

希望はつたえておく。

3)処分については,前もって約束するこ とは しな

い。学部長としては現行法規に則して措置 を とる

が,裁量にまかされている部分は学部長の良識に従

って判断する。組合においても良識ある行動をとる

よう期待 したい。

4)労働問題の専門家でないからわからない。しかる

べき公的審議機関等の公式見解がでれば,それに従

い た い 。

理学部長 (代)と理学系大学院

自治会との会見

11月 22日 ,午後 1時より理学部会議室において理

学部長代理と院生自治会の会見が行なわれた。学部側の

出席者は部長代理として下郡山評議員,江上 。小柴協議

員他2名で院生側は山川委員長,西副委員外数名であっ
た。

議事はかねて院生側ょり提出され予備交渉により合意

された議題についてすすめられた。学部長代理の説明お

よび意見は次のごとくであった。     、
1・ 新館について:計画は未だに未確定であり 49年

度中に着工されればよいと考えられている。 本部 (約

9ooo m2)理学部 (約 Z00m2)が _むねの建物に入る

予定;移転は目下のところ数学 。地質・鉱物の3教室が

予定されている。ただ一部面積は旧館に残るこ とにな

る。

本部との関係は非常扉等をのぞいては別になるように

したいと考えている。

厚生施設等は当該教室の問題であり,院生研究室等は

各課程の問題であると考える。化学, 1, 2号館の改築

編集:〔嘗√忠通

は行なわねばならぬが全体計画の完了には 10年位かか

ることとなろう。また化学教室の当面の安全問題は同教

室で考えることである。

2.戸締りに関して:1号館の戸締りに関連した問題

は物理教室主任との問題である。院生自治会役員に対 し

ては室借用証を入れれば学部自治会役員と同じ扱いとな

るであろう。宿直が廃止されるのは,職員の間に廃止の

希望が多いからである。

3.院生の生活等に関した問題:ゼ ロックスのコピー

代等については各教室ごとに話 し合うべき問題である。

研究生の学割発行については調査する。

院生の野外研究については学部学生の場合と同じよう

なことができるかもしれないが,学会旅費の問題は各方

面で努力がなされているがなかなか難しいと状況 にあ

る。

育英会の返還免除職の範囲を拡げることについて,今
のところ小学校教諭になっている人は稀なのではないか

と思う。また高校非常勤講師については猶予はともか く

免除職になり得るか否か疑間に思う。

研究災害について全額国庫負担とすることは現在のと

ころでは困難なことと考えている。

4.ぃゎゅるオーバー ドクターの問題:マスターが定

員に満たないとき再募集をする考えはない。 ドクターコ

ース修了者の追跡調査は行なわれつつある。各専門分野

で事情が異なる面もあるので,短期間の具体策としては

それぞれの事情に応じたきめのこまかい配慮が必要であ

ろう。

さらに院生側よリオーバードクター問題の重要性が発

言され会見は午後 3時 ごろ終了した。

編集後記:早いもので広報の編集をお引受けしてから本

号で7冊日になりました。年の瀬をむかえ,御協力を頂

いた執筆者の方々の御一人ずつの顔が目にうかびます。

本号執筆者のうち,岩生先生は,本年 3月 退官された最

もお若い名誉教授,片倉もとこさんは,理系大学院博士

課程 (地理)在学中です。岩生先生のクリスマス ●ヵ―

ドと共に,旧約の予言者の言葉を以て年末の御挨拶にか

えます。

“斯 くかれらはその貪1を うちかへて鋤となし, その槍

をうちかへて鎌となし,国は国にむかひて剣をあげず ,

戦闘のことを再びまなばざるべし"(イ ザヤ書Ⅱの4)

(地理)理 2号館 205号室 内線 6449

(物理)理 1号館 372号室 内線 2788
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